
★このイベントで使用する電気は、すべて再エネ電気を使用しています。
※おもちゃ病院の出店はありません。

会場内でスタンプラリーも行います。ブースを回って景品を当てよう！

2026小城市エコフェスタでは、かけがえのない地球
の環境を守ることにつながるプログラムを準備して
います。皆さんのご来場をお待ちしています！

11月15日 日
10時～15時

日
時

三日月体育館
（メイン会場）

場
所

～ さぁ みんなで始めよう！！ 
　地球の環境を守る取り組み ～
～ さぁ みんなで始めよう！！ 
　地球の環境を守る取り組み ～

2026 小城市

使用電力100％

再エネイベント

参加無料

小学校低学年のお子さんにも分かりやすい
内容ですので、ぜひ、親子でお楽しみください！

環境啓発
セミナー

カメスケ先生と出会う、佐賀のいきものたんけん隊
～小さな生きもの、大切なおうち～
講師：やながわ有明海水族館 名誉館長　亀井裕介さん
対象者：どなたでも
　　　　ご参加いただけます

佐賀の川や田んぼ、有明海などに暮ら
す、かわいくて不思議な生きものたちを、
写真や実物を交えて紹介します。

ご家庭で使いきれない食品を持ち寄る「フードドライブ」を開
催！皆さんからの持ち込みを待ってます！

フードドライブ＆リサイクルバザー
（にじいろぽけっと、NPO法人つなぎレンガ座）

正解すると景品をゲットできるよ！手回し発電などの体験
コーナーもあるよ！

楽しく学ぼう！省エネクイズ＆体験コーナー
（九電グループ）

環境にやさしいクルマが、災害時には「動く蓄電池」として活
躍します。

日産の電気自動車展示コーナー
（佐賀日産自動車株式会社）

ゲームを通じて、楽しみながら省エネについて学べます。

デコ活体験コーナー・SDGsかるた・
ゴミ分別ゲーム  
（佐賀県地球温暖化防止活動推進センター、
佐賀大学えこいく）

日産の電気自動車でキーホルダーを作ろう！
（佐賀日産自動車株式会社）
プラバンキーホルダーを作ろう！電気自動車で給電を行います。

緑のリサイクル （株式会社江里口造園）
堆肥などの販売・無料配布を行います。ガーデニングや家庭
菜園にお役立てください。

保護猫の譲渡会 
（動物愛護ボランティアハッピーボイス）
保護した猫の譲渡会です。家族に迎えたい人は、
ぜひ、会いに来てください。（譲渡には条件があります）

チャリティバザー 
（動物愛護ボランティアハッピーボイス）
売上は保護猫たちの活動資金として活用されます。

ご自身の「血管年齢」や「野菜摂取レベル」をご存じですか。
この機会に、健康チェックをしてみませんか！

血管年齢測定・ベジチェック 
（明治安田生命保険相互会社）

「カメスケの“小城の”かわいい
水辺の生きもの」展（亀井裕介さん）
エコフェスタ開催を記念し、実際に市内に住むかわいい水辺
の生きものを水槽にて展示します！

まだまだ着られる、捨てるのはもったいない！
そんな市内で集められた子ども服のおゆずり会です。

子ども服のおゆずり会
（市内小学校、幼稚園、保育園、
小城市地域婦人会）

　思い出のベビー服で！
世界に一つのきんちゃく作り
（地域おこし協力隊）
どうしても手放せないベビー服ってありませんか？思い出の
一着を、一緒に巾着にリメイクしましょう！

初心者歓迎
♪

ご準備いただくもの：思い出のベビー服・子ども服
（裁縫道具をお持ちの人は、ぜひ、ご持参ください）
※事前申込不要　※１時間程度

環境啓発セミナーを受けられた人に、子ども服の
おゆずり会への優先入場券をお渡しします！（先着順）

環境課　☎37・6102問

イ
ベ
ン
ト
紹
介

電気自動車のモデルカーを使った実験に参加しよ
う！実験したモデルカーはお持ち帰りできます。
※要事前申込（各回12人）

日産わくわくエコスクール
「未来のクルマ」（日産自動車株式会社） 申込は

こちら
から

10時から

キッチンカー
もくるよ！

海洋プラスチックごみをアップサイクルして、オリジナルの
キーチャームを作ってみよう。無料のミニゲームもあるよ！

アップサイクル体験 
～海ごみから、世界にひとつをつくろう～
（佐賀県脱炭素社会推進課、
世界海洋プラスチックプランニングセンター）

参加費：1人 700円　※保護者同伴可　※大人申込可
※事前申込不要　※1時間程度

おゆずり会

優先入場券

「カメスケの“佐賀”の水辺の生きもの」
教室（亀井裕介さん）
カメスケ先生が、有明海や身近な里山、川の水辺
に暮らす生き物たちの生態や魅力を語るお子さ
ん向けの生きもの教室を開催します。
※要事前申込　※保護者同伴可
※予定枠に満たない場合のみ、当日予約を受け付けます。

申込は
こちら
から

すごろくで楽しみながら、ペットボトルがどのようにリサイク
ルされているかを学べます。親子で楽しく資源循環について
学んでみませんか？

　ペットボトルリサイクルを学べるすごろく
（株式会社JEPLAN）
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区分 開催内容 時間 会場 協力団体

生態系

カメスケ先生と出会う、佐賀の�
いきものたんけん隊
～小さな生きもの、大切なおうち～

10時～10時45分 ドゥイング
三日月 亀

かめ

井
い

裕
ゆう

介
すけ

さん

アップサイクル体験�
～海ごみから、世界にひとつを�
つくろう～

11時～15時

三日月体育館

・佐賀県脱炭素社会推進課
・�世界海洋プラスチックプラン
ニングセンター

「カメスケの“小城の”かわいい�
水辺の生きもの」展 11時～15時

亀井裕介さん
「カメスケの“佐賀”の水辺の�
生きもの」教室 12時15分～13時

4R運動

子ども服のおゆずり会

11時～15時

市内小学校、幼稚園、保育園、
小城市地域婦人会

フードドライブ＆リサイクル�
バザー

・にじいろぽけっと
・NPO法人つなぎレンガ座

ペットボトルリサイクルを�
学べるすごろく 株式会社JEPLAN

思い出のベビー服で！�
世界に一つのきんちゃく作り

・11時～12時　
・13時～15時　 地域おこし協力隊

省エネ 楽しく学ぼう！
省エネクイズ＆体験コーナー 11時～15時 九電グループ

省エネ
ごみ分別

デコ活体験コーナー・�
SDGsかるた・ゴミ分別ゲーム 11時～15時

・�佐賀県地球温暖化防止活動�
推進センター
・佐賀大学えこいく

再エネ

日産わくわくエコスクール�
「未来のクルマ」

①�11時15分～12時
②�13時～13時45分 日産自動車株式会社

日産の電気自動車展示コーナー
11時～15時

三日月体育館�
駐車場

佐賀日産自動車株式会社日産の電気自動車で�
キーホルダーを作ろう！

ごみ減量 緑のリサイクル 11時～15時 株式会社江里口造園

ペット飼養
保護猫の譲渡会 12時～15時 動物愛護ボランティア�

ハッピーボイスチャリティバザー 11時～15時

健康 血管年齢測定・ベジチェック 11時～15時
三日月体育館

明治安田生命保険相互会社

環境教育 会場内スタンプラリー＆抽選会 11時～15時 環境課

柳川市の「やながわ有明海水族館」で、
高校生のときに館長を務め、閉館寸前
だった水族館を立て直した“館長少年”亀
井裕介さん。その活躍は数々のテレビ
番組で紹介されてきました。現在は佐賀
大学農学部に在学しながら、佐賀新聞
の連載「サガそう水辺の生き物」を担当。
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※おもちゃ病院の出店はありません。

会場内でスタンプラリーも行います。ブースを回って景品を当てよう！
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います。皆さんのご来場をお待ちしています！
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小学校低学年のお子さんにも分かりやすい
内容ですので、ぜひ、親子でお楽しみください！

環境啓発
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カメスケ先生と出会う、佐賀のいきものたんけん隊
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講師：やながわ有明海水族館 名誉館長　亀井裕介さん
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正解すると景品をゲットできるよ！手回し発電などの体験
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楽しく学ぼう！省エネクイズ＆体験コーナー
（九電グループ）

環境にやさしいクルマが、災害時には「動く蓄電池」として活
躍します。

日産の電気自動車展示コーナー
（佐賀日産自動車株式会社）

ゲームを通じて、楽しみながら省エネについて学べます。
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（佐賀県地球温暖化防止活動推進センター、
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（佐賀日産自動車株式会社）
プラバンキーホルダーを作ろう！電気自動車で給電を行います。
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保護猫の譲渡会 
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保護した猫の譲渡会です。家族に迎えたい人は、
ぜひ、会いに来てください。（譲渡には条件があります）
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（動物愛護ボランティアハッピーボイス）
売上は保護猫たちの活動資金として活用されます。
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この機会に、健康チェックをしてみませんか！
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「カメスケの“小城の”かわいい
水辺の生きもの」展（亀井裕介さん）
エコフェスタ開催を記念し、実際に市内に住むかわいい水辺
の生きものを水槽にて展示します！

まだまだ着られる、捨てるのはもったいない！
そんな市内で集められた子ども服のおゆずり会です。

子ども服のおゆずり会
（市内小学校、幼稚園、保育園、
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　思い出のベビー服で！
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♪

ご準備いただくもの：思い出のベビー服・子ども服
（裁縫道具をお持ちの人は、ぜひ、ご持参ください）
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カメスケ先生が、有明海や身近な里山、川の水辺
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ルされているかを学べます。親子で楽しく資源循環について
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お知らせ

　
令
和
８
年
１１
月
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
の
現
物
給
付
化
を
実
施
し
ま
す
。

注
意

・�

こ
ど
も
の
受
診
分
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

県
外
で
受
診
し
た
場
合
は
、
償
還
払
い
方
式
で
の

助
成
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

ひとり親家庭等医療費助成制度が変わります
問  こども家庭課　☎37・6107

変更前
（令和８年10月診療分まで）

変更後
（令和８年11月診療分から）

助成方法
【償還払い】
医療機関などの窓口で一旦全額
負担し、市へ助成申請をする

【現物給付】
医療機関などの窓口で助成後の
負担額を支払う

受給
資格者証 世帯に１枚交付 世帯員（個人）に１枚ずつ交付

窓
口
負
担
額

（
１
人
あ
た
り
）

通院

上限500円/月

１医療機関あたり　 　 
１回目：上限500円/月

　　　　　（２回目以降無料）

入院 １医療機関あたり
上限500円/月

調剤 無料

　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
姿
」

「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
命
の
大

切
さ
」
な
ど
、
家
庭
・
職
場
・

地
域
・
学
校
な
ど
に
お
け
る
日

常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や

身
近
な
人
々
を
「
人
権｣

と
い

う
視
点
で
捉
え
た
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

題
材　
「
親
子
」「
家
族
」「
子

ど
も
」「
祖
父
母
」「
恋
人
・
夫

婦
」「
働
く
姿
」「
友
だ
ち
」「
異

文
化
交
流
」 「
絆
」 

な
ど
、
あ

な
た
の
人
権
の
テ
ー
マ
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
市
内
在
住
も
し
く
は
市
内
に

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人

（
年
齢
制
限
な
し
）

写
真
に
つ
い
て

　
応
募
作
品
は
デ
ー
タ
で
送
信

く
だ
さ
い
。　
　

※�
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
撮
影
し
た
写
真
可
。（
組

写
真
は
不
可
）

※
応
募
は
１
人
２
点
ま
で
。

※
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
限

　
令
和
９
年
１
月
２９
日
㈮

　
必
着

応
募
方
法
・
応
募
先

　
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

送
信
す
る
か
、
応
募
用
紙
の
必

要
事
項
を
記
載
の
上
、
人
権・

同
和
対
策
室
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（　

jinken@
city.ogi.

lg.jp

）へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
各
公
民
館
、

人
権
・同
和
対
策
室
に
設
置
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

作
品
の
活
用

　
公
民
館
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
掲

示
な
ど
人
権
啓
発
資
料
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

※�

入
賞
者
に
は
、
賞
状
と
副
賞

を
贈
り
ま
す
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※�

人
物
な
ど
の
被
写
体
に
関
す

る
肖
像
権
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
の
責
任
に
お
い
て
許
諾

を
得
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
、
募
集
要
項
（
各
公

民
館
、人
権･

同
和
対
策
室
に

設
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
は
こ
ち
ら
か
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

じんけんフォトコンテストの作品を募集します
問 申  人権・同和対策室　☎37・6136

令
和
７
年
度
最
優
秀
賞

「
き
ょ
う
だ
い
愛
」

令
和
７
年
度
優
秀
賞

「
あ
な
た
は
私
の
希
望
！
」

令
和
７
年
度
会
長
賞

「
姉
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
守
る
よ
」
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お知らせ

　
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
の
た
め
、�

左
記
の
期
間
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
す
る
期
間

　
１１
月
９
日
㈪
～
１7
日
㈫

※�

１１
月
１8
日
㈬
か
ら
稼
働
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
所
得
課
税
証
明
書

代
替
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
交
付
申
請

　
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
各
種
証
明
書
の
交
付
申
請
が

で
き
ま
す
。

（
郵
送
交
付
と
な
り
ま
す
）

・
電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス

　
（
夜
間
、
休
日
交
付
）

　
開
庁
時
間
内
に
窓
口
へ
出
向
く

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
事
前
に

電
話
で
ご
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
時

間
外
（
夜
間
、
休
日
）
に
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
や
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
、
住
民
票
コ
ー
ド

を
記
載
し
た
住
民
票
の
写
し
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。詳
細
は
こ
ち
ら

証明書コンビニ交付サービス
停止のお知らせ

問  市民課　☎３７・６１００／税務課　☎３７・６１０３

　
令
和
８
年
９
月
１
日
よ

り
、
改
正
道
路
交
通
法
施

行
令
が
施
行
さ
れ
、
中
央

線
な
ど
が
な
い
「
生
活
道

路
」
の
法
定
速
度
が
６０
キ

ロ
か
ら
３０
キ
ロ
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
巡
回
バ
ス
へ
の
影
響

　
こ
の
改
正
に
伴
い
、
市

内
を
運
行
す
る
巡
回
バ
ス

で
は
、
一
部
の
路
線
で
運

行
時
刻
に
遅
れ
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。詳

細
は
こ
ち
ら

生活道路の法定速度が
引き下げられました

問  【法定速度の改正に関すること】　
・佐賀県警察本部　☎24・1111
・小城警察署　　　☎73・2281 
【巡回バスに関すること】　　　　

都市計画課　☎37・6121

　
「
こ
れ
ま
で
そ
う
だ
っ
た
か
ら

…
」「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」

そ
ん
な
日
常
の
も
や
も
や
、
心
の

メ
ガ
ネ
を
少
し
だ
け
か
け
替
え
て

み
ま
せ
ん
か
？「
普
通
」を
見
直
す

と
、
職
場
も
地
域
も
、
も
っ
と
動

き
出
す
ヒ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　
１１
月
１２
日
㈭

　
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
所　
小
城
市
役
所

　
大
会
議
室
Ａ
・
Ｂ

講
師

　
佐
賀
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

　
推
進
室
室
長　
荒あ
ら
木き

薫か
お
る

さ
ん

対
象
者　
ど
な
た
で
も

定
員　
３０
人

※�

本
講
座
は
定
員
の
ほ
か
、
市
職

員
研
修
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
は
こ
ち
ら
か
ら

男女共同参画市民講座を
開催します

問 申  地域振興課　☎37・6110

　
平
成
２５
年
８
月
か
ら
令
和
８
年

３
月
ま
で
の
間
に
生
活
保
護
を
受

給
し
て
い
た
世
帯
に
、
生
活
扶
助

基
準
の
「
新
た
な
水
準
」
と
「
従

来
の
水
準
」
と
の
差
額
を
追
加
給

付
し
ま
す
。

対
象
世
帯　
平
成
２５
年
８
月
か
ら

令
和
８
年
３
月
に
、
小
城
市
で
生

活
保
護
を
受
給
し
た
こ
と
が
あ
る

す
べ
て
の
世
帯

追
加
給
付
額　
給
付
額
は
、
世
帯

毎
に
個
別
に
計
算
し
、
決
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
給
時
期　
申
出
書
類
一
式
が
届

き
次
第
、
随
時
支
給
し
ま
す
。

手
続
き
方
法　
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
た
当
時
の
世
帯
主
か
ら
、

申
出
が
必
要
で
す
。

※�

現
在
、
小
城
市
で
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
費
支
給
に
合
わ

せ
て
支
給
す
る
た
め
手
続
き
不

要
で
す
。

　
申
出
書
は
、
窓
口
で
配
布
ま
た

は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
出
期
限

　
令
和
９
年
７
月
３１
日
㈯

詳
細
は
こ
ち
ら

最高裁判決を踏まえた保護費の
追加給付について

問 申  健康福祉課　☎37・6106
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お知らせ

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

６５
歳
以
上
の
人
は
、
介
護
保

険
料
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

災
害
で
損
害
を
受
け
ら

れ
た
人

・�

損
害
割
合
が
１０
分
の
３
以

上
で
あ
る
こ
と

・�

令
和
７
年
中
の
世
帯
の
合

計
所
得
金
額
の
合
算
額
が

１
、０
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

失
業（
定
年
退
職・自
己

都
合
退
職
は
除
く
）や

長
期
入
院
な
ど
で
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
人

・�

令
和
８
年
中
の
世
帯
の
合

計
所
得
金
額
の
合
算
額
が

令
和
７
年
中
の
世
帯
の
合

計
所
得
金
額
の
１０
分
の
３

以
上
減
少
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と

・�

令
和
７
年
中
の
世
帯
の
合

計
所
得
金
額
の
合
算
額
が

１
、０
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

低
所
得
者
で
生
活
に

困
窮
さ
れ
て
い
る
人

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人

・�

令
和
８
年
度
の
介
護
保
険

料
段
階
が
第
２
段
階
ま
た

は
第
３
段
階
で
あ
る
こ
と

・�

世
帯
の
令
和
７
年
中
の
年

間
収
入
額
が
１
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
（
世
帯

員
が
ひ
と
り
増
え
る
ご
と

に
５０
万
円
加
算
）

・�

住
民
税
課
税
者
と
生
計
を

共
に
し
て
い
な
い
こ
と

・�

住
民
税
課
税
者
で
あ
る
親

族
な
ど
に
扶
養（
税・医
療
）

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・�

世
帯
全
員
の
預
貯
金
合
計

が
３
５
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
（
預
貯
金
に
は
、

国
債
、
生
命
保
険
の
返
戻

金
な
ど
も
含
む
）

・�

世
帯
全
員
が
所
有
す
る
不

動
産
（
自
己
居
住
用
お
よ

び
生
計
維
持
の
た
め
の
も

の
を
除
く
）
を
活
用
し
て

も
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と

申
請
方
法

　
申
請
内
容
に
よ
っ
て
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
異
な

る
た
め
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

65歳以上の介護保険料の減免のお知らせ
問  佐賀中部広域連合 業務課　☎４０・１１３５／高齢障がい支援課　☎37・6108

　
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し
て

い
た
人
が
６０
歳
未
満
で
退
職
し
た
場
合

は
、
国
民
年
金
に
加
入
が
必
要
で
す
の

で
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、退

職
さ
れ
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
６０
歳

未
満
の
配
偶
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

令
和
８
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、月
額
１
７
、９
２
０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
の
制
度
に
は
、
将
来
受
給

で
き
る
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
、
万
が

一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
な
ど
が
あ
り
、
国
民
年
金
の
加

入
漏
れ
や
、
保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て

い
る
と
、
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
退
職
後
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
全
額
免
除
、
一

部
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※�

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
該
当
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

手
続
き
に
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な

ど
の
書
類
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

国民年金の手続きはお済みですか
問  保険年金課　☎３７・６１０１／佐賀年金事務所 国民年金課　☎３１・４１９１

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険

料
控
除
の
証
明
と
し
て
使
用
す

る
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明

書
（
令
和
８
年
１
月
〜
令
和
８

年
１２
月
納
付
）
を
、
令
和
９
年

１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
年
末
調
整
な
ど
で
送
付
前
に

必
要
な
人
に
は
、
１１
月
２
日
㈪

以
降
、
申
し
出
に
よ
り
事
前
に

発
行
し
ま
す
。

※�

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）
の
世
帯
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ

る
源
泉
徴
収
票
に
納
付
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

事
前
発
行
に
必
要
な
も
の 

　
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
の
本
人

確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
・
運
転
免
許
証
な
ど
） 

※�

別
世
帯
の
人
が
来
ら
れ
る
場

合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

発
行
場
所

　
税
務
課
ま
た
は
市
民
課
各
出

張
所
窓
口

※�

電
話
に
よ
る
郵
送
も
可
能
で

す
。

※
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

国民健康保険税納付証明書を送付します
問  税務課　☎37・6103
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お知らせ

　
肝
が
ん
の
原
因
は
９
割
以
上
が
肝

炎
ウ
イ
ル
ス（
Ｂ
型・Ｃ
型
）で
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
を
行
え
ば
肝
が
ん
予
防

に
繋
が
り
ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
（
採
血
）
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

対
象
者

　
２０
歳
以
上
で
、
過
去
に
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

料
金　
無
料

検
査
実
施
機
関

①
県
内
登
録
医
療
機
関

　
市
内
医
療
機
関
は
左
記
一
覧
を
確

認
し
、市
外
医
療
機
関
は「
が
ん
ポ
ー

タ
ル
さ
が
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
佐
賀
県
健
康
づ
く
り
財
団

　
電
話
番
号
（
事
前
予
約
制
）

　
☎
３７
・
３
３
１
４

　
電
話
受
付
時
間　
月
～
金
曜
日

　
８
時
３０
分
〜
１７
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

も
し
陽
性
だ
っ
た
ら
…

　
専
門
の
医
療
機
関
で
、
肝
臓
を
詳

し
く
診
て
も
ら
う
、
精
密
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
必
要
な
場

合
は
治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
治
療
後
も
定
期
的
に
肝
臓

の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。今
な
ら
、佐
賀
県
の
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、活
用
し
ま
し
ょ
う
。

助
成
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

・
佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
３０
・
１
９
０
５

・
佐
賀
県　
健
康
福
祉
政
策
課

　
☎
２５
・
７
４
９
１

詳
細
は
こ
ち
ら

肝炎ウイルス検査を無料で受けることができます
問  健康福祉課　☎37・6106

肝炎ウイルス検査ができる市内の医療機関
医療機関名 電話番号

小
城
町

伊東医院 73・3235
医療法人
高橋内科 72・1100

医療法人
野田好生医院 72・3232

医療法人
ひらまつ病院 72・2111

三
日
月
町

医療法人
ロコメディカル
江口病院

73・3083

まなべ消化器内科
クリニック 72・3636

牛
津
町

医療法人
おおしまクリニック 66・0314

しまうちクリニック 66・6036
芦
刈
町
医療法人六科会
徳富医院 66・1547

　
昨
年
、市
制
施
行
２０
周
年
を
迎
え
、

更
な
る
交
流
の
促
進
や
、
市
と
し
て

の
一
体
感
を
深
め
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
旧
町
ご
と
（
４
会
場
）
で
開
催
し

て
い
た
二
十
歳
の
式
典
を
、
令
和
９

年
か
ら
１
会
場
に
統
一
し
ま
す
。

日
時　

　
令
和
９
年
１
月
１０
日
㈰

　
開
場 

１２
時
／
開
式 

１３
時
３０
分

式
典
開
催
場
所

　
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

　
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者

　
平
成
１８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
人
お
よ
び
市
外
申
込
者

（
市
外
申
込
は
下
記
参
照
）

※�

対
象
者
に
は
、
１１
月
中
旬
に
案
内

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

動
画
配
信

　

当
日
は
、
式
典
映
像
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
す
。

お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
以
前
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に
在

籍
ま
た
は
卒
業
さ
れ
た
人
で
参
加
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
先
ま

た
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力

し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
１１
月
１
日
㈰

　
市
外
に
お
住
ま
い
の
人
へ

再
度
お
知
ら
せ

申
込
は
こ
ち
ら
か
ら

令和９年  小城市二十歳の式典を開催します
問  生涯学習課（ドゥイング三日月内）　☎72・1616
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お知らせ

　
小
城
市
教
育
委
員
会
で
は
、
外

部
の
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
小
城
市
教
育
委
員
会
評
価
委

員
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
が

実
施
し
て
い
る
事
業
の
点
検
・
評

価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
７
年
度
に
実
施

し
た
事
業
に
つ
い
て
の
点
検
・
評

価
報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
評
価
結
果
を
も
と
に
事
業

の
改
善
を
重
ね
、
よ
り
効
果
的
で

信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

教育行政の点検・評価報告書を
公表しています

問  教育総務課　☎37・6130

保
育
認
定
（
２
号
・
３
号
） 

希
望
者

申
込
書
な
ど
の
配
布
場
所

　
保
育
幼
稚
園
課

４
月
入
所
希
望
者 

受
付
期
間

　
第
２
次
受
付

　
１２
月
１
日
㈫
～

　
令
和
９
年
１
月
２２
日
㈮

※
注
意
事
項

　
第
１
次
受
付
期
間
は
、
１１
月
２

日
㈪
〜
３０
日
㈪
で
す
。
で
き
る
だ

け
、
第
１
次
受
付
期
間
内
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
・
時
間

　
保
育
幼
稚
園
課

　
平
日 

９
時
～
１７
時

※�

令
和
９
年
１
月
２１
日
㈭
の
み�

１９
時
ま
で
。

５
月
入
所
希
望
者
（
育
休
復
帰
の

人
の
み
）
受
付
期
間

　
令
和
９
年
１
月
２５
日
㈪
〜

　
２
月
２６
日
㈮

※�

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

令和９年度  保育園などの
入所申し込みのご案内

問 申  保育幼稚園課　☎37・6109

　
保
護
者
が
就
労
や
病
気
な
ど
で
、

放
課
後
や
長
期
休
業
期
間
に
保
育
が

で
き
な
い
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童

を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
受
付
期
間
内
に

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

祖
父
母
が
同
居
し
、
保
育
可
能
な

場
合
は
、
入
級
で
き
ま
せ
ん
。

※�

現
在
入
級
中
の
人
も
提
出
が
必
要

で
す
。

※�

兄
弟
や
姉
妹
で
申
請
し
て
も
同
じ

ク
ラ
ブ
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

・
現
１
〜
５
年
生

・
新
１
年
生

開
設
日
・
時
間

【
平
日
】　
下
校
時
～
１９
時

【�

土
曜
日
、
夏
・
冬
・
春
休
み
、 

学
校
行
事
に
伴
う
振
替
休
日
】

　
８
時
～
１９
時

休
級
日

・
日
曜
、
祝
日

・
お
盆
（
８
月
13
日
〜
15
日
）

・
年
末
年
始　

　
（
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日
）

必
要
書
類

・
入
級
許
可
申
請
書

・
就
労
証
明
書

　
（�

同
居
中
の
父
・
母
・
祖
父
母
分
）

・
誓
約
書

※�

書
類
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お

よ
び
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
・
受
付
場
所

【
現
１
〜
５
年
生
】

・�

受
付
期
間　

　
１１
月
２４
日
㈫
〜
１２
月
２５
日
㈮

・
受
付
場
所

　

�

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
教
育
総
務
課

【
新
１
年
生
】

・�

受
付
期
間

　
１１
月
２４
日
㈫
〜
１２
月
２５
日
㈮

・
受
付
場
所

　
教
育
総
務
課

注
意
事
項

　
必
ず
受
付
期
間
内
に
必
要
書
類
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
場
合
で
も
、
ク
ラ
ブ
定
員

を
超
え
て
申
し
込
み
が
あ
っ
た
際
は
、�

入
級
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

令和９年度  放課後児童クラブ入級者を募集します
問 申  教育総務課　☎３７・６１３０
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解
禁
期
間

　
11
月
15
日
㈰
～

　
令
和
９
年
２
月
15
日
㈪

※�

た
だ
し
、
佐
賀
県
内
で
は
、
イ
ノ

シ
シ
捕
獲
を
目
的
と
し
た
狩
猟

は
、
１１
月
１
日
㈰
～
令
和
９
年
３

月
３１
日
㈬
に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
１１
月
１
日
㈰
～
１４
日
㈯
、�

令
和
９
年
３
月
１６
日
㈫
～
３１
日
㈬
の

期
間
は
「
は
こ
わ
な
」
の
猟
法
の
み

で
、
銃
器
を
使
用
で
き
る
の
は
止
め

さ
し
に
限
り
ま
す
。

　
狩
猟
で
は
銃
・
網
・
わ
な
を
使
用

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
農
作
業
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山

の
中
へ
入
ら
れ
る
際
は
、
次
の
こ
と

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

目
立
つ
色
の
服
を
着
用
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
鳴
る
機
器
を
携

帯
し
て
、
人
が
い
る
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・�
網
・
わ
な
は
非
常
に
危
険
で
す
の

で
、
見
つ
け
た
場
合
は
近
づ
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
は
法
律
を
遵
守

し
、
狩
猟
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
絶

対
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

狩
猟
の
際
に
は
必
ず
狩
猟
者
登
録

証
お
よ
び
鉄
砲
所
持
許
可
証
（
第

１
種
・
第
２
種
銃
猟
狩
猟
者
）
を

携
帯
し
、
狩
猟
者
記
章
を
胸
部
ま

た
は
帽
子
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・�

帽
子
や
上
着
は
明
る
い
オ
レ
ン
ジ

色
の
も
の
な
ど
を
着
用
し
、
や
ぶ

の
中
や
遠
方
で
も
目
立
つ
服
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

垣
、
柵
で
囲
ま
れ
た
土
地
や
、
作

物
の
あ
る
土
地
で
狩
猟
す
る
際

は
、
土
地
所
有
者
の
承
諾
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

・�

捕
獲
し
た
鳥
獣
（
残ざ
ん

滓し

を
含
む
）

を
山
野
に
放
置
す
る
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
回
収
す
る

な
ど
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

矢
先
に
銃
弾
が
到
達
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
、
建
物
、
車
、
電
車
な
ど

が
な
い
か
十
分
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

狩猟が解禁されます
問  農林水産課　☎３７・６１２５

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ
イ
グ

マ
、
カ
モ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
被

害
を
防
ぎ
、
地
域
の
安
全
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る

の
が
猟
友
会
で
す
。

　
猟
友
会
で
は
、
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
見

回
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農

地
や
住
宅
地
の
周
辺
に
鳥
獣
が
出

没
す
る
と
、
農
作
物
へ
の
被
害
だ

け
で
な
く
、
人
身
被
害
や
交
通
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
状
況
に

応
じ
た
適
切
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　
有
害
駆
除
は
、法
令
に
基
づ
き
、

安
全
に
十
分
配
慮
し
た
う
え
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
猟
友
会
の
会

員
は
、
必
要
な
知
識
や
技
術
を
生

か
し
、
地
域
の
被
害
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
小
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

料
金　
縦
６０
ピ
ク
セ
ル
×

　
　
　
横
２
２
０
ピ
ク
セ
ル

　
１
枠　
月
額
５
、０
０
０
円

　

�（
消
費
税
・
地
方
消
費
税
を�

含
む
）

広
告
媒
体

　
小
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
約
１
４
、７
０
０
ア
ク
セ
ス
／

　
１
日
平
均
）

期
間　
随
時
受
付

詳
細
は
こ
ち
ら

猟友会による有害駆除が行われている
ことをご存じですか

問  農林水産課　☎37・6125

「有料広告」を
活用ください
問  企画政策課　☎37・6115

▲猟友会  小城支部長  野
の
中
なか
さん

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
猟
友
会
の
活
動
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
も
大
切
で
す
。
野
菜
く
ず

や
収
穫
し
な
い
果
実
を
放
置
し

な
い
な
ど
、
鳥
獣
を
寄
せ
付
け

な
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
地

域
の
農
業
と
暮
ら
し
を
守
る
猟

友
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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小
城
町
に
あ
る
圓
通
寺
は
、
市
内

に
残
る
最
も
古
い
お
寺
の
一
つ
で
す
。�

鎌
倉
時
代
に
臨り
ん
済ざ
い
宗し
ゅ
う

へ
改
宗
し
て
以

降
、
歴
代
の
支
配
者
た
ち
の
庇
護
を

受
け
、
江
戸
時
代
に
は
、
佐
賀
藩
に

お
け
る
臨
済
宗
の
指
導
的
な
寺
院
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
圓
通
寺
に

は
、
佐
賀
の
中
世
史
を
考
え
る
う
え

で
重
要
な
古
文
書
が
多
数
伝
来
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
「
圓
通
寺
文
書
」

と
し
て
、
本
年
４
月
２８
日
に
佐
賀
県

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
交
流
展
で
は
、
こ
の
貴

重
な
古
文
書
を
中
心
に
、
地
域
と
の

関
係
や
小
城
に
お
け
る
臨
済
宗
の
歴

史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

期
間　
１０
月
３０
日
㈮
～
１２
月
２７
日
㈰

※
休
館
日

　
月
曜
日
、
１１
月
４
日
㈬
、
２４
日
㈫

場
所　
歴
史
資
料
館　
企
画
展
示
室

　
（
桜
城
館  

２
階
）

観
覧
料　
無
料

佐賀大学交流事業特別展「圓通寺と小城 ～「圓通寺文書」佐賀県重要文化財指定記念展～」
問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・1132

「�

佐
賀
に
お
け
る
臨
済
宗
の 

普
及
と
圓
通
寺
」

日
時　
１１
月
１４
日
㈯

　
１４
時
～
１５
時
３０
分

講
師

　
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化

　
研
究
セ
ン
タ
ー

　
松ま

つ
尾お

弘ひ
ろ
毅き

さ
ん

「�

鎌
倉
仏
教
の
な
か
の 

蘭ら
ん
渓け
い
道ど
う
隆り
ゅ
う

と
若じ
ゃ
く

訥と
つ
宏こ
う
弁べ
ん
」

日
時　
11
月
28
日
㈯

　
14
時
～
15
時
30
分

講
師

　
九
州
大
学　
伊い

藤と
う
幸こ
う
司じ

さ
ん

【
共
通
事
項
】

場
所　
歴
史
資
料
館　
研
修
室

（
桜
城
館  

２
階
）

参
加
費　
無
料

定
員　
各
回
５０
人
（
要
予
約
）

申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
は
こ
ち
ら
か
ら

佐
賀
大
学
交
流
事
業

�

関
連
講
演
会

　小城公園内にある「岡山神
社」は、小城藩の藩祖・鍋

なべ

島
しま

元
もと

茂
しげ

と二代藩主・直
なお

能
よし

を祀っ
たものです。建立は寛政元

（1789）年で、かつては「国
くに

武
たけ

社
しゃ

」と呼ばれていました。
境内には柳

や

生
ぎゅう

宗
むね

矩
のり

・十
じゅう

兵
べ

衛
え

父子を祀る「玉
ぎょく

成
せい

社
しゃ

・武
ぶ

正
せい

社
しゃ

」や、
「天満神社」などもあり、近年はパワースポットとしても
人気があります。
　岡山神社の南側にある参道で、特に目を引くのが堂々た
る肥前鳥居の「第一鳥居」です。当初は現在の桜城館前の
通りに建立されましたが、車社会の到来にともない、昭和
50（1975）年にいまの位置に移設されました。
　柱石に刻まれた「岡山神門銘」という銘文には、この鳥
居が明治21（1888）年に、元小城藩主・鍋

なべ

島
しま

直
なお

虎
とら

の臨席を
得て落成したことが記されています。銘文の作者は久米邦
武、見事な隷

れい

書
しょ

は中
なか

林
ばやし

梧
ご

竹
ちく

によるものです。では、久米邦
武とはどんな人物なのでしょう？
　この人は佐賀藩出身の著名な歴史学者で、長男は洋画家
の久

く

米
め

桂
けい

一
いち

郎
ろう

です。天保10（1839）年佐賀城下に生まれた
久米邦武は、藩校の弘道館や江戸の昌

しょう

平
へい

黌
こう

で学んだのち、

明治維新後は新政府に出仕しました。明治４（1871）年に
は岩

いわ

倉
くら

具
とも

視
み

の欧米視察に随行し、帰国後に『米欧回覧実記』
をまとめたことで知られています。その後は学者として国
史を編

へん

纂
さん

し、近代的な古文書学を確立するなど、学界に大
きな足跡を残しました。（終）

小城公園秘話〈３〉  岡山神社の石鳥居と久
く
米
め
邦
くに
武
たけ

小城郷土史研究会／著

◀
岡
山
神
社
の
第
一
鳥
居

▲千
ち
葉
ば
宗
むね
胤
たね
カ寺領寄進状

　�千葉宗胤と思われる人物が
圓通寺に土地を寄附し、先
祖以来の霊を弔ってほしい
と伝えています。
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お知らせ

（９月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和８年度
寒気本山線配水管布設替
工事（５工区） ㈱田中丸設備、㈱中部ガス

㈱鮎川電工、㈱久保建設
水田建設㈱

㈱田中丸設備
15,851,000
(1,441,000)

16,181,000
(1,471,000)

97.96

財政課
☎37・61１７

令和８年度
寒気本山線配水管布設替
工事（６工区）

㈱田中丸設備
12,243,000
(1,113,000)

12,496,000
(1,136,000)

97.98

令和８年度
道路維持補修事業　下古賀
東線他４路線舗装補修工事

㈱政工務店、㈱城南建設
岡本建設㈱、㈱中島工務店

㈱政工務店
26,290,000
(2,390,000)

26,983,000
(2,453,000)

97.43

令和８年度
道路維持補修事業　鷺ノ原
１号線他２路線舗装補修工事

㈱中島工務店
20,020,000
(1,820,000)

20,570,000
(1,870,000)

97.33

令和８年度
道路維持補修事業　堀江・芦田線
他２路線舗装補修工事

㈱城南建設
15,070,000
(1,370,000)

15,499,000
(1,409,000)

97.23

令和８年度
牛津公共下水道事業
牛津舗装復旧第３号工事

㈱政工務店
20,680,000
(1,880,000)

20,944,000
(1,904,000)

98.74

令和８年度　
牛津公共下水道事業
牛津舗装復旧第４号工事

㈱城南建設
14,960,000
(1,360,000)

15,312,000
(1,392,000)

97.70

令和８年度　
小城公共下水道事業
小城舗装復旧第１号工事

岡本建設㈱
15,730,000
(1,430,000)

16,137,000
(1,467,000)

97.48

令和８年度　
小城公共下水道事業
小城舗装復旧第２号工事

㈱城南建設
15,290,000
(1,390,000)

15,785,000
(1,435,000)

96.86

令和８年度　
小城公共下水道事業
小城舗装復旧第３号工事

㈱中島工務店
16,830,000
(1,530,000)

17,050,000
(1,550,000)

98.71

令和８年度
小城公共下水道事業
小城舗装復旧第４号工事

㈱中島工務店
19,250,000
(1,750,000)

19,855,000
(1,805,000)

96.95

令和８年度　
小城公共下水道事業
小城舗装復旧第５号工事

㈱政工務店
17,380,000
(1,580,000)

18,007,000
(1,637,000)

96.52

令和８年度　芦刈特定環境保全
公共下水道事業　弁財マンホー
ルポンプ施設更新工事

㈱東和、㈱酉島製作所 佐賀支店
㈱ミゾタ、㈱クラフティア 佐賀支店
㈱協和製作所、新明和工業㈱ 流体事
業部 営業本部 九州支店、㈱アイワ

㈱クラフティア
佐賀支店

11,762,000
(1,069,272)

13,838,000
(1,258,000)

85.00

入札結果を公表します
問  財政課　☎３７・６１１７

入
札
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。
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